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総合計画の構成と基本計画

総合計画前期基本計画 【２００７（H19）－２０１１（H23）】

（新市の一体感の醸成と均衡ある発展）

○社会経済情勢の変化
・人口の減少、急速な少子・超高齢社会の進展
・世界的な金融・経済危機の発生
・国の政策の大きな変化や地方分権の一定の進展

○北陸新幹線の開業
・交流・定住人口の拡大
・魅力あるまちづくり

○東日本大震災を教訓とした災害に強いまちづくり

時代の変化
に対応

前期計画進捗状況 市民意識調査の結果まちづくりの課題への対応

基 本 構 想

前 期 基 本 計 画 後 期 基 本 計 画

2007 2016
（平成１９年度） （平成２８年度）（２３年度）（２４年度）

将来人口推計の結果

実施計画（毎年度）

総合計画後期基本計画 【２０１２ (H24）－２０１６ (H28）】
（それぞれの地域における多彩な魅力を最大限に発揮できるまちづくり）



人口の推移と見通し
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基本指標（人口の見通し）

１ 総人口・年齢別人口

（１） 本市の総人口は、減少に転じ、平成２７年には、平成２２年と比較して約8,800人減少し、
約413,000人になると見込まれます。

（２）年齢３区分別人口

高齢人口（65歳以上）の総人口に占める割合は、平成１７年では21.5％でしたが、平成２７

年には約29％となり、高齢化が一段と進むものと予想されます。

出典：「富山市将来人口推計」（Ｈ22.12）



基本構想（時代の潮流・まちづくりの主要課題）

１ 人口減少と少子・超高齢社会の進行
２ 日常生活における危機感の高まり
３ グローバル化の進展と環境問題に対する地球規模での取り組み
４ 情報化の進展と知的・文化的価値観を尊重する社会の到来
５ 地方分権・構造改革・規制緩和の進展

① 人口減少と少子化への対応
② 超高齢社会への対応
③ 危機管理・防災対策
④ 環境政策
⑤ 森林政策
⑥ 個性ある地域の発展と一体性の確保
⑦ 広域的な拠点性の向上
⑧ コンパクトなまちづくり
⑨ 地域力の強化
⑩ 地域産業の活性化
⑪ 富山の魅力の発信
⑫ 効率的な行財政運営

時代の潮流

まちづくりの
主要課題



基本構想（基本理念・都市像・まちづくりの目標）

「共生・交流・創造」基本理念

まちづくりの主要課題

１ 人口減少と少子化への対応
２ 超高齢社会への対応
３ 危機管理・防災対策
４ 環境政策
５ 森林政策
６ 個性ある地域の発展と一体性の確保

７ 広域的な拠点性の向上
８ コンパクトなまちづくり
９ 地域力の強化
10 地域産業の活性化
11 富山の魅力の発信
12 効率的な行財政運営

都市像 人・まち・自然が調和する 活力都市とやま

Ⅰ 安 心 Ⅱ 安 全

Ⅳ 活 力Ⅲ 潤 い

Ⅴ 協 働

人が輝き安心して暮らせるまち すべてにやさしい安全なまち

新しい富山を創る協働のまち

個性と創造性に満ちた活力あふれるまち都市と自然が調和した潤いが実感できるまち

まちづくりの目標



総合計画の体系

事 業

施 策

政 策

まちづくりの目標

都市像

『人・まち・自然が調和する活力都市とやま』

Ⅰ 人が輝き安心して暮らせるまち
Ⅱ すべてにやさしい安全なまち
Ⅲ 都市と自然が調和した潤いが実感できるまち
Ⅳ 個性と創造性に満ちた活力あふれるまち
Ⅴ 新しい富山を創る協働のまち

１９政策

６２施策

総合計画事業（１５７事業）
[毎年の見直しにより事業の追加等を行う]

体系的に施策、事業を位置づけ



後期基本計画 Ⅰ．人が輝き「安心」して暮らせるまち 【36事業（新規４）】

１．学び豊かな心を育む１．学び豊かな心を育む

子育て環境の充実

学校教育の充実

雇用機会の創出

勤労福祉の向上

２．働き豊かに暮らす

健康づくり活動の充実

介護予防活動の充実

３．健康で健全に

高齢者・障害者への支援

社会参加と生きがいづくり

４．安心して暮らせる

保健・医療・福祉の連携、充実

コミュニティの再生

５．共に生き共に支える

①特別保育の充実（延長・一時・休日・病児・病後児保育等）
②多機能保育所、児童館の整備 ③子育て支援センターの設置
④不妊治療費助成 ⑤外国語指導助手配置 ⑥校舎改修等 ⑦スクール
サポーター等の配置 ⑧高等教育の推進 ⑨生涯学習活動の充実 など

①地元企業の概要や採用情報を紹介 ②就職面談の場を提供
③就職に必要な能力の開発や資格取得の支援 ④若年層向けの就労
意識の醸成、啓発 ⑤子育てをする勤労者の支援

①プール、スポーツパーク、スポーツ施設の整備や耐震改修
②プラス1,000歩富山市民運動等の継続実施 ③各種がん検診の充実
④介護予防活動の推進 （指導者やボランティア等の育成）
⑤角川介護予防センターの活用

①地域の総合的なケア体制の整備 ②グループホーム、ケアホームの
整備 ③地域密着型サービス・在宅介護サービス・施設介護サービス
の充実 ④生きがいづくり活動の支援

①市民病院の充実（西病棟８階改修、外来診療部門改修）
②救急医療体制の充実 ③地域活動の推進 ④市立公民館の整備
⑤開かれた学校づくりの推進 ⑥学校と地域との連携



後期基本計画Ⅱ．すべてにやさしい「安全」なまち 【48事業（新規13）】

災害に強いまちづくり

消防救急体制の整備

①浸水対策（河川や水路、雨水流出抑制施設整備） ②地震対策（木造住
宅の耐震改修の支援、富山市地域防災計画の見直し） ③津波対策（津波
ハザードマップの作成） ④土砂災害ハザードマップの作成 ⑤重要な橋梁
の耐震診断、公共施設の耐震化 防災行政無線の整備、食料等の備蓄と
防災用資機材の配備 ⑥防災意識の啓発（自主防災組織の結成の推進）

１．安全に暮らせる

交通安全対策、防犯
防災体制の充実

安全で快適なまちづくり

安全安心な消費生活

①大気などの監視活動の強化 ②食品衛生・環境衛生対策の強化
③悪質商法の情報などの迅速な提供 ④食育や地産地消の推進
⑤食の安定供給

２．人と自然にやさしい

循環型まちづくり

エネルギーの有効活用

①ごみの減量とリサイクルの推進 ②バイオマスエネルギーの活用
③太陽光発電の導入促進 ④小水力発電の普及促進 ⑤省エネ化の推進
⑥電気自動車などの普及促進 ⑦省エネルギー対策の推進
⑧未利用エネルギー等の活用（工場の排熱、下水、ごみ・汚泥の焼却、地
熱、風力などのエネルギーの導入について検討）
⑨環境教育の推進

３．地球にやさしい

森林機能の再生、強化

生態系の保護、回復

①計画的な森林の整備 ②森林ボランティアとの連携（市民参加型のボ
ランティア組織「ＮＰＯ法人きんたろう倶楽部」など、多様な森林ボランティ
ア組織と連携を図る）、③有害鳥獣による農作物被害や熊などによる人
身被害の防止

４．森づくり



後期基本計画 Ⅲ．都市と自然が調和した「潤い」が実感できるまち

【48事業（新規13）】

都市空間の整備、充実

地域の個性と特性を生
かしたまちづくり

①富山駅周辺の都市拠点づくり（富山ライトレールと市内電車の南北接続）
②中心市街地の賑わい再生（新規出店者サポート事業、城址公園の整備、
市街地再開発事業の推進、ガラス美術館・図書館本館の整備
③公共交通の利便性の向上（おでかけ定期券の利用促進、コミュニティバ
スの運行）
④地域の自然、歴史、文化などの資源を生かした地域活性化
⑤自然景観や伝統的な景観の保全・活用

１．賑わいとゆとり

ふるさと景観の保全、形成

水辺環境の保全・育成
公園・緑地の整備

①海辺の活用による沿岸地域の活性化
②公園などの整備・ファミリーパークの整備
③緑地の維持と緑化活動
④自然環境を活用した都市住民との交流の促進、⑤集落機能の強化

２．潤いと安らぎ

中山間地域の振興

歩いて暮らせるまちづくり
まちなか居住の推進

①コンパクトなまちの実現に向けた整備計画の推進（都市マスタープランの
見直し）
②まちなか・公共交通沿線居住の推進、③未利用住宅や低未利用地の有
効活用
④生活拠点地区の機能強化（アドバイザーの派遣等）

３．ｺンパクトなまちづくり

地域の生活拠点地区の整備

公共交通の利用促進
交通体系の再構築

①基幹交通の利便性向上（市内電車環状線の停留場のバリアフリー化、富山
ライトレールの一部区間の複線化、新停留場の設置、ＪＲ高山本線や富山地
方鉄道不二越・上滝線などの増便運行や駅へのアクセス改善、パークアンド
ライド駐車場の整備）、②地域間を結ぶ幹線バス路線の維持活性化、③生活
交通の確保（コミュニティバスの効率的な運行、地域が主体となる自主運行バ
スの普及・拡大）

道路網の整備

４．交通体系の充実



後期基本計画Ⅳ．個性と創造性に満ちた「活力」あるまち

【25事業（新規5）】

広域・滞在型観光の推進

観光資源のネットワーク化

１．観光のまちづくり

富山ブランドの発掘・発信
コンベンションの振興

伝統的文化・文化遺産の保
全、活用

①伝統文化等の保存・継承への支援（人材の育成や技術の継承）
②伝統的なまち並みや文化遺産等の保全と活用
③ガラスの街づくり （新ガラス工房、ガラス美術館の整備 ）
④優れた芸術文化に親しむ機会の充実（質の高い文化事業の提供）

２．文化・歴史を守る

新たな芸術文化の発信
芸術文化活動への支援

広域交流の推進・充実 ①選ばれるまちづくりの推進
②北陸新幹線の整備促進
③地域高規格道路などの交通ネットワークの整備による広域交流の
推進

交通ﾈｯﾄﾜｰｸの整備・充実
国際交流

３．人・もの・情報が行き交う

活力を生み出す人づくり ①各産業を支える人材育成
②起業者への支援
③商工業等の振興 ④企業立地の促進新産業・新事業の創造

４．活力ある産業

①広域観光、滞在型観光の推進（周辺観光地を含んだ魅力的な周遊
モデルルートを構築）、②観光実践プランの策定、③まちなか観光の
推進、④地域資源活用（立山山麓活性化事業）、
⑤富山ブランドの育成・ＰＲ （くすり、特産品、おわら風の盆等）
⑥コンベンションの誘致、⑦観光客の受入体制の充実と人材の育成



後期基本計画Ⅴ．新しい富山を創る「協働」のまち 【4事業（新規1）】

平和な社会づくり

市民主体のまちづくり

１．市民が主役の社会

男女共同参画の推進

職員の意識改革と組織の活
性化

計画的で効率的な行財政運営

２．新しい行財政システム

情報化の推進

地方分権・広域行政への対応

①一人ひとりの個性と創造性を尊重する社会づくり
②協働を推進する環境整備
③市政への参画機会の拡大
④市民が主体となったまちづくりの取り組みを支援
⑤男女共同参画の環境整備
⑥女性の多様な能力の活用

①多様な行政ニーズに対応できる職員の育成
②健全財政の維持
③スリムな行政組織の構築等
④民間委託など民間活力の活用手法の推進
⑤公有財産の効率的な管理・利活用
⑥市民との意見交換の機会の充実



後期基本計画（主な市民に期待する役割、目標とする指標）

安心安心 ・放課後児童健全育成事業 97,660人(平22年度)→125,000人

安全

潤い

活力

協働

・健康な高齢者の割合 82.7％(平17年度)→80％以上

・住宅の耐震化率 74％(平20年度)→85％

・住宅用太陽光発電システム設置補助件数 356件(平22年度)→500件

・公共交通利用者数 62,432人(平21年度)→64,000人

・製造品出荷額 8,911億円(平21年)→10,300億円

・観光庁観光客入込統計調査による宿泊者数 1,278,212人(平22年)→1,406,000人

・NPO法人数 132法人(平22年度)→190法人

・総人口に占める公共交通が便利な地域に居住する人口の割合 28％(平17年)→31％

目標とする指標

市民に期待する役割

安心安心 ・地域の高齢者を気遣い、思いやりが感じられる地域社会の実現を目指す。

安全

潤い

活力

協働

・災害発生時において、救援・救助活動や復旧支援活動に協力する。

・中心市街地を訪れる際は、公共交通の利用に努める。

・地域の活性化に向けた活動に主体的に参画するとともに、市内外の人々や団体などとも積極的に交流する。

・身近な公園や歩道の清掃などの地域活動に積極的に参加する、

・地域の生活拠点地区の整備に対し満足・ほぼ満足と感じる市民の割合 6.6％(平22年度)→10％

・重要な橋梁の耐震化率 74.3％(平22年度)→85.7％



後期基本計画（重点プロジェクト）

【都市像】

人・まち・自然が調和
する

活力都市とやま

【重点プロジェクト（６）】
重点テーマ（３９）、重点事業（５７）

時代潮流
北陸
新幹線

市民ニー
ズ

【まちづくりの目標（５）、総合計画事業（１５７）】

１．子育て環境の充実 ２．医療・福祉の充実及
び健康づくりの推進

優先的・重点的取り組みを
重点プロジェクトに位置づけ

３．災害に強いまちづ
くりの推進

４．環境にやさしいま
ちづくりの推進

５．公共交通を軸としたコン
パクトなまちづくりの推進

６．雇用機会の創
出と産業の振興


